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W61b 硬Ｘ線偏光観測気球実験PHENEX搭載用CCD太陽センサーの開発
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PHENEX(Polarimetry for High ENErgy X rays)は、天体からの硬 X線輻射の偏光度測定を目指した気球実
験プロジェクトである。2006年の初フライトに続き 2008年の２回目のフライトでは、かに星雲の硬Ｘ線領域で
の偏光を、より高い統計精度で測定することを目標にしている。このためには、レベルフライトの数時間の間、
PHENEX偏光検出器の視野角５度のほぼ中心にかに星雲を捕捉し続けることが必要である。
現在開発中の姿勢制御システムでは、気球搭載のジャイロ、磁場センサー、太陽センサーで取得した姿勢情報を
もとに、オンボードのコンピュータで姿勢制御を行う。太陽センサーとしては、位置検出型フォトダイオードを用
いたシステムと１次元CCDを搭載したシステムを併用する。１次元CCD太陽センサーは有効画素数 2048pixel、
ピクセル間隔 14µmの可視光用１次元 CCDを２台、直交する方向に取り付け、スリットと組み合わせて太陽方
向を検出する。気球や空の散乱光による影響を受けずに太陽位置を検出できるという利点をもつ。CCDのドライ
ブやデータ処理にはArm Porcessorと PC/104を使用し、コンパクトなシステムを構成することに成功した。
2007年 8月には、今回開発した CCD太陽センサーを含めた姿勢系システムの試験を目標にした気球実験を三
陸で行う。本講演では、その実験結果についても報告する。


